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快晴のもと笑顔はじけた運動会 
           
           コミュニティ会長 早川義一 

 今年の運動会は絶好の天気に恵まれ、多くの皆様に参加い

ただいて素晴らしい大会となりました。総合優勝は荒井チーム

が獲得しましたが、大接戦となり、参加する人も見る人も手に

汗握る好勝負が展開されました。 
 こうした様々な行事を通して、お年寄りから若い人までたく
さんの方々が、「地域」の触れ合いや絆を感じ取り、郷土愛を
深めていくことが大切だと感じています。 
 今後も、皆様のパワーを八幡地区の発展のために大いに発揮
していただきたいと思います。大会にご参加、ご協力いただき
ましたすべての方々に感謝申し上げます。 
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≪荒井≫ ４８回飛んだ大なわ跳びも  
１位になりました。 

≪荒古≫ アベックリレー 夫婦仲良く 

激走です。 
≪堀之内≫ 様変わりしました。若い

家族でテント内は溢れんばかりです。  
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10月12日の日曜日、江戸時代からの伝統行事である八幡神社の祭礼が、今年も盛大かつ厳かに執り行われました。各字、
町内会の花車や子ども神輿が町中をパレードしてお祭りムードを盛り上げ、五穀豊穣や町内の安全を祈願しました。 

≪寺本台≫ 子ども神輿の町内練り歩きでは、たく
さんの町内会の皆さんの歓迎を受け、おひねりもお
菓子もたくさんいただきました。 

≪寺本新町≫ 準備が大変でしたが、町内の方々に指
導して頂き無事に終了することができました。 

≪浜小根≫ 今年はメインのパネルを夕日に浮かぶ打瀬舟に
し、花の色もピンクにグリーンを混ぜ一新しました。 

≪廻間≫花車を前に役員全員で記念撮影。いざ、出陣! 

≪杉山≫今年も杉山組が一番乗り。尾張八幡神社拝殿の前
で、祭囃子の皆さん方による打込みをしました。 

≪荒井≫ 公会堂前 いざ字内巡行！ ≪荒古≫ 公会堂前で全員で記念撮影。 ≪堀之内≫ 今年はのぼりと半纏を新調しました。 

≪西平井≫屋形が修復工事を終え非常に豪華にな
り、沿道の方々も感動されていました。  ≪中島≫大変でもあり楽しみでもある祭り。事故や

けが無く無事に終了できて感謝いっぱいです。 

≪上平井≫ 上平井地区においては、大勢の方々が沿道
に出てこられ、温かくパレードを迎えて下さいました。 

≪八幡新町≫ 大変でしたが、町内の人の楽しそうな姿が
見られ、みんな笑顔の１日を過ごせました。 

≪中小根≫ 今年も立派に完成した花車の前で記念撮影。 
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            第７９号敬老会特集号において、１００歳以上の方々として紹介した深川雄一様の字名が荒井と表記されていましたが 

       正しくは荒古の誤りでした。お詫びして訂正します。 

≪廻間≫ 応援態勢は今年も準備万端。テ

ントから一生懸命応援しました。   

≪寺本台≫子ども会・字対抗リレーとも決

勝進出をはたして上位進出。大変盛り上っ

た大会となりました。 

≪八幡新町≫応援者を含め参加者総勢約２８０名。
元気な子ども達の姿がとても印象的で、若き頃の

自分の姿を思い浮かべる１日となりました。 

≪杉山≫字対抗リレー予選、残念ながら
敗退ですが、この笑顔に救われます。来
年はこの雪辱を絶対はらすぞー。 

≪中島≫ チーム一丸となって頑張り、

総合３位に入りました。 

≪西平井≫字対抗リレーで６年ぶりに決勝
進出。選手も応援団も大喜びです。 

≪中小根≫ 大人も子どもも頑張りまし

た。テントは超満員です。 

≪浜小根≫ たった４種目の出場なのに

１１位に入り、役員でミニ祝勝会を開き

ました。 

≪上平井≫スポーツ委員、子ども会が中

心となって、多くの仲間と運動会を楽し

むことができました。 

≪寺本新町≫字対抗リレー優勝、総合でも２

位と健闘し、盾と賞状を頂きました！ 
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レタス畑（上）と秋葉神社（下）
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